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白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―

広報はくば
はくばっ子応援交付金を支給します…………………… 2
国本梨紗さんが白馬村観光大使に就任しました……… 3
無料の空き家対策講座・相談会を開催します………… 6

館報はくば
信州あいさつ運動……………………………………１
令和5年度「二十歳の集い」について…………………１
白馬村文化振興団体のご案内……………………… 2

はくば
広報

国本梨紗さんが白馬村観光大使に就任
タレントの国本梨紗さんが、白馬村観光大使第1号として就任していただくことになり、
4月3日（月曜日）Snow…Peak…LAND…STATION…HAKUBAで、白馬村観光大使就任
式を行いました。今後、国本さんには白馬村の歴史や文化、自然、特産等の魅力的な観光
資源を国内そして世界に発信していただきます。

※広報はくばでは毎月表紙写真を公募しています。※時節に合わない等により採用できない場合もありますが、御了承ください。
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は
く
ば
っ
子
応
援
交
付
金（
子
育
て
世
帯
へ
の
祝
い
金
）を
支
給
し
ま
す

お問合せ　白馬村教育委員会　子育て支援課　電話：0261-85-8101

　
白
馬
村
で
は
、令
和
５
年
度
か
ら
子
育

て
世
帯
が
安
心
し
て
未
来
を
担
う
子
ど

も
を
育
て
る
た
め
の
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、は
く
ば
っ
子
応
援
交
付
金（
子

育
て
世
帯
へ
の
祝
い
金
）事
業
を
実
施
し

ま
す
。

◇
は
く
ば
っ
子
応
援
交
付
金
事
業
◇

■
多
子
世
帯
出
産
応
援
給
付
金

　

子
ど
も
の
誕
生
を
祝
い
、多
子
世
帯

の
子
育
て
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。第
３

子
以
降
、子
ど
も
１
人
に
つ
き
第
３
子　

2
0
，0
0
0
円
、第
４
子
以
降　
4
0
，

0
0
0
円
を
出
産
時
１
回
限
り
支
給
し

ま
す
。

〇
支
給
対
象
者

　

令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
出
産
し

た
第
３
子
以
降
の
子（
以
下「
対
象
児
童
」

と
い
う
）を
養
育
し
て
い
る
父
母
で
あ
っ

て
、対
象
児
童
の
出
生
日
に
お
い
て
村
内

に
住
所
を
有
す
る
者
。

〇
支
給
額

　

�

第
３
子　
　
2
0
，0
0
0
円

　
第
４
子
以
降
4
0
，0
0
0
円

〇
申
請
方
法

　

新
生
児
訪
問
等
で
対
象
と
な
る
児
童

の
保
護
者
の
皆
様
に
申
請
書
兼
請
求
書

を
配
布
し
ま
す
。必
要
事
項
を
記
入
し
、

添
付
書
類
を
添
え
て
子
育
て
支
援
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
申
請
期
限

　
対
象
児
童
の
出
生
日
か
ら
１
年
以
内

■
は
く
ば
っ
子
応
援
給
付
金

　

次
代
を
担
う
子
の
成
長
を
祝
う
と
と

も
に
、小
中
学
校
及
び
高
等
学
校
等
へ
の

進
学
時
ま
た
は
企
業
等
へ
の
就
職
時
に

お
け
る
家
庭
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減

し
、子
の
健
全
な
育
成
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
入
学

時
、小
・
中
学
校
卒
業
時
に
そ
れ
ぞ
れ
子

ど
も
１
人
に
つ
き
1
0
，0
0
0
円
を
支

給
し
ま
す
。

〇
支
給
対
象
者

・
小
学
校
入
学
祝
金　

　
4
月
1
日
現
在
に
お
い
て
、村
内
に
住

所
を
有
し
、小
学
校
第
1
学
年
へ
入
学
す

る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
で
あ
っ

て
、当
該
児
童
と
同
一
世
帯
で
あ
る
者
。

　

・
小
学
校
卒
業
祝
金

　
小
学
校
第
6
学
年
に
在
学
し
、本
学
校

を
卒
業
す
る
見
込
み
で
あ
る
児
童
を
養

育
し
て
い
る
保
護
者
で
あ
っ
て
、村
内
に

住
所
を
有
し
、当
該
児
童
と
同
一
世
帯
で

あ
る
者
。

・
中
学
校
卒
業
祝
金

　
中
学
校
第
３
学
年
に
在
学
し
、本
学
校

を
卒
業
す
る
見
込
み
で
あ
る
生
徒
を
養

育
し
て
い
る
保
護
者
で
あ
っ
て
、村
内
に

住
所
を
有
し
、当
該
生
徒
と
同
一
世
帯
で

あ
る
者
。

〇
支
給
額

　
小
学
校
入
学
祝
金　
1
0
，0
0
0
円

　
小
学
校
卒
業
祝
金　
1
0
，0
0
0
円

　
中
学
校
卒
業
祝
金　
1
0
，0
0
0
円

〇
申
請
方
法

　
対
象
と
な
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の

皆
様
に
申
請
書
兼
請
求
書
を
送
付
し
ま

す
。必
要
事
項
を
記
入
し
、添
付
書
類
を

添
え
て
子
育
て
支
援
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

〇
申
請
期
限

・
小
学
校
入
学
祝
金　

　

�

当
該
年
度
の
4
月
1
日
か
ら
6
月
30

日
ま
で

・
小
学
校
・
中
学
校
卒
業
祝
金　

　

�

当
該
年
度
の
12
月
1
日
か
ら
3
月
31

日
ま
で

※�

い
ず
れ
の
場
合
も
申
請
並
び
に
支
給

決
定
時
点
で
白
馬
村
に
住
所
を
有
す

る
こ
と
が
条
件
で
す
。

提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

小
学
校
入
学
祝
金
の
対
象
と
な
る

児
童
の
保
護
者
の
皆
様
に
申
請
書
兼

請
求
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
添
付
書
類
を

添
え
て
子
育
て
支
援
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
：

令
和
５
年
６
月
30
日
（
金
曜
日
）
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国
本
梨
紗
さ
ん
が
白
馬
村
観
光
大
使
に

就
任
し
ま
し
た

デ
ジ
タ
ル
統
括
監
の
就
任
に
つ
い
て

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-5000

お問合せ　白馬村役場　観光課　電話：0261-85-0722

　

4
月
3
日（
月
曜
日
）

S
n
o
w�

P
e
a
k�

L
A
N
D�

S
T
A
T
I
O
N

H
A
K
U
B
A
で
、白

馬
村
観
光
大
使
就
任

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

白
馬
村
観
光
大
使

第
1
号
と
し
て
タ
レ

ン
ト
の
国
本
梨
紗
さ

ん
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。国
本
さ
ん
に
は
白

馬
村
の
歴
史
や
文
化
、

自
然
、特
産
等
の
魅
力

的
な
観
光
資
源
を
国
内

そ
し
て
世
界
に
発
信

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
国
本
さ
ん
か
ら
は
、「
16
歳
ま
で
生
ま
れ
育
っ
た
街
な
の
で
、大

好
き
な
村
で
大
き
な
仕
事
を
任
せ
て
い
た
だ
け
る
の
は
本
当
に
う

れ
し
い
で
す
し
、こ
れ
か
ら
も
っ
と
白
馬
村
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。実
際
に
住
ん
で
い
た
私
だ
か
ら
こ

そ
知
っ
て
い
る
白
馬
の
魅
力
を
、し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い

で
す
。」と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
ご
活
躍
と
白
馬
村
の
P
R
活
動
に
ご
期
待
下
さ
い
。白

馬
村
と
し
て
も
国
本
さ
ん
を
精
一
杯
応
援
し
、ご
活
躍
を
全
力
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

白
馬
村
で
は
、地
方
創
生
人
材
支
援
制
度

を
活
用
し
て
、白
馬
村
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
役
を
担
う
専
門
人
材
を
、デ
ジ
タ
ル
統
括

監
と
し
て
配
置
し
ま
し
た
。

　
統
括
監
は
、株
式
会
社
フ
ォ
ー
バ
ル（
本
社
：

東
京
都
渋
谷
区
）か
ら
の
出
向
者
で
、本
村
で

２
年
間
の
任
期
中
に
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
行
政
事
務
の
効

率
化
の
推
進
役
を
担
い
ま
す
。

�【
デ
ジ
タ
ル
統
括
監
・
就
任
あ
い
さ
つ
】

　

は
じ
め
ま
し
て
。

こ
の
度
、縁
あ
っ
て

白
馬
村
の
デ
ジ
タ
ル

統
括
監
と
し
て
赴
任

し
て
ま
い
り
ま
し
た
、

菅　
光
也（
か
ん　
み
つ
や
）と
申
し
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
と
聞
く
と
、恐
ら
く
皆
さ
ん
同

じ
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
か
と
思
い
ま
す
が
、

何
か
小
難
し
い
事
を
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。し
か
し
、本
来
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、い
つ

で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
を
目
指
し
た
、

人
に
優
し
い
も
の
な
の
で
す
。な
の
で
、あ
ま

り
構
え
ず
に
受
け
止
め
て
い
た
だ
け
る
と
嬉

し
い
で
す
。

　

短
期
任
務
と
い
う
事
も
あ
り
、私
の
任
期

中
に
は
1
0
0
％
の
改
善
・
改
革
は
難
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
私
と
し
て
は
、

D
X
化
を
う
ま
く
推
進
す
る
と
い
う
事
よ
り

も
、仕
事
の
考
え
方
や
、や
り
方
を
白
馬
村
役

場
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
と
し
て
残
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、一
つ
は
理
想（
目
標
）を
持
っ

て
仕
事
を
進
め
る
事
と
、も
う
一
つ
は
理
想

に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ（
失
敗
を
恐
れ
な
い
）

し
ま
し
ょ
う
と
い
う
事
で
す
。

　

誰
し
も
、長
い
間
同
じ
よ
う
な
仕
事
を
し

て
い
る
と
、初
め
は
持
っ
て
い
た
理
想
を
失

い
が
ち
で
す
。そ
う
な
る
と
、改
善
・
改
革
す

る
と
い
う
至
極
当
た
り
前
の
思
考
が
停
止
し
、

こ
の
ま
ま
で
い
い
や
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、

変
化
を
恐
れ
て
し
ま
い
、そ
の
結
果
時
代
に

取
り
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、今
や
っ
て
い
る
仕
事
や
今

後
取
り
組
む
D
X
は
、何
に
役
立
っ
て
い
て
、

白
馬
村
の
将
来
の
為
に
な
っ
て
い
る
の
か
を

認
識（
自
覚
）し
て
日
頃
の
業
務
に
取
り
組
む

こ
と
で
、自
ず
と
理
想
と
の
ギ
ャ
ッ
プ（
課
題
）

が
見
え
て
く
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
皆
さ
ん
に
広

が
れ
ば
、い
ず
れ
遠
か
ら
ず
日
本
一
魅
力
的

な
村
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
に
、任
期

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。



4

◆
村
・
県
民
税
と
は

　
村
・
県
民
税
と
は
、
地
方
自
治
体
が
行
う
事
業
の
費

用
を
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
分
担
す

る
地
方
税
で
す
。
所
得
税
（
国
税
）
と
は
異
な
り
、
村
・

県
民
税
は
地
域
社
会
の
会
費
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、

よ
り
多
く
の
人
に
負
担
を
求
め
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
納
税
通
知
書
の
発
送
時
期
は
、
給
与
特
別
徴
収
対
象

者
が
５
月
中
旬
頃
、
普
通
徴
収
対
象
者
及
び
年
金
特
別

徴
収
対
象
者
が
６
月
中
旬
頃
と
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
地
方
自
治
体
の
主
人
公
と
し
て
、
村
・
県
民
税
に

対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◆
村
・
県
民
税
の
内
訳

　
村
・
県
民
税
は
「
村
民
税
」
と
「
県
民
税
」
か
ら
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
「
均
等
割
」
と
「
所
得
割
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
均
等
割
と
所
得
割
の
額
を
合
計
し
た
も
の
が
年
税

額
に
な
り
ま
す
。

　
「
均
等
割
」
と
は
、
白
馬
村
内
に
住
所
が
あ
る
人
や

白
馬
村
内
に
住
所
は
な
い
が
事
務
所
、
事
業
所
、
家
屋

敷
が
あ
る
人
が
、
一
律
に
負
担
す
る
税
金
で
す
。

　
「
所
得
割
」
と
は
、
そ
の
人
の
前
年
の
所
得
に
応
じ

て
計
算
さ
れ
た
税
額
を
負
担
す
る
税
金
で
す
。

令
和
5
年
度
　

村
・
県
民
税
に
つ
い
て

村・県民税を納める人（納税義務者）
　その年の1月1日現在の住所地で、前年（1月から12月）の所得に対して課税されます
村・県民が課税されない人
　均等割も所得割もかからない人
　（ア）生活保護法によって生活扶助を受けている人
　（イ）�未成年者、寡婦、寡夫又は単身児童扶養者で前年の合計所得金額が135万円以下であった人
　（ウ）前年中の合計所得金額が次の金額以下であった人
　・扶養親族、同一生計配偶者がいない人：28万円+10万円

　・�扶養親族、同一生計配偶者がいる人　：{28万円×（扶養親族＋同一生計配偶者＋1）}+10万円＋16万8千円

所得割がかからない人
　所得金額より所得控除金額が大きい人、また、前年の総所得金額が次の金額以下の人
　・扶養親族、同一生計配偶者がいない人：35万円＋10万円

　・�扶養親族、同一生計配偶者がいる人　：{35万円×（扶養親族＋同一生計配偶者＋１）}＋10万円＋32万円

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

Vol.2

※：クレジットカード決済には、別途税額に応じた手数料がかかります。

村
税・料
金
の

お
支
払
い
に
つ
い
て

   お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712　上下水道課　電話：0261-85-0714

5月納期の
村税及び

料金
納期限 口座

振替日

納付方法・納付場所

現金払い
（金融機関及び役

場会計室）

現金払い
（コンビニエンス

ストア）
口座振替

クレジット
カード決済※

（インターネット）

スマートフォン決済
（PayPayまたは

LINE Pay）

軽自動車税
第１期分

5月31日
（水曜日）

5月25日
（木曜日） ○ ○ ○ ○ ○

上下水道料
5月請求分

5月25日
（木曜日）

5月25日
（木曜日） ○ ○ ○ ― ―
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固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

に
選
任
さ
れ
ま
し
た

　

新
た
に
、腰
原
雅
之
氏
が
白
馬
村

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
８
年
３
月
31
日
で
す
。

お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712

◆
村
・
県
民
税
と
は

　
村
・
県
民
税
と
は
、
地
方
自
治
体
が
行
う
事
業
の
費

用
を
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
分
担
す

る
地
方
税
で
す
。
所
得
税
（
国
税
）
と
は
異
な
り
、
村
・

県
民
税
は
地
域
社
会
の
会
費
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、

よ
り
多
く
の
人
に
負
担
を
求
め
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
納
税
通
知
書
の
発
送
時
期
は
、
給
与
特
別
徴
収
対
象

者
が
５
月
中
旬
頃
、
普
通
徴
収
対
象
者
及
び
年
金
特
別

徴
収
対
象
者
が
６
月
中
旬
頃
と
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
地
方
自
治
体
の
主
人
公
と
し
て
、
村
・
県
民
税
に

対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◆
村
・
県
民
税
の
内
訳

　
村
・
県
民
税
は
「
村
民
税
」
と
「
県
民
税
」
か
ら
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
「
均
等
割
」
と
「
所
得
割
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
均
等
割
と
所
得
割
の
額
を
合
計
し
た
も
の
が
年
税

額
に
な
り
ま
す
。

　
「
均
等
割
」
と
は
、
白
馬
村
内
に
住
所
が
あ
る
人
や

白
馬
村
内
に
住
所
は
な
い
が
事
務
所
、
事
業
所
、
家
屋

敷
が
あ
る
人
が
、
一
律
に
負
担
す
る
税
金
で
す
。

　
「
所
得
割
」
と
は
、
そ
の
人
の
前
年
の
所
得
に
応
じ

て
計
算
さ
れ
た
税
額
を
負
担
す
る
税
金
で
す
。

　

例
年
納
税
通
知
書
の
送
付
後
に
お
問

合
せ
い
た
だ
く
内
容
に
つ
い
て
、
主
な

事
例
と
回
答
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Q
昨
年
ま
で
非
課
税
で
あ
っ
た
が
、
な
ぜ
今
年
か

ら
村
・
県
民
税
を
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

か
、
今
年
か
ら
高
く
な
っ
た
の
か
？

A
課
税
根
拠
は
例
年
と
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

課
税
す
る
根
拠
と
な
る
所
得
や
所
得
控
除
は
令

和
四
年
中
の
も
の
と
な
り
ま
す
。
昨
年
中
、
新
た
に
お

勤
め
さ
れ
た
、
土
地
の
売
買
を
し
た
な
ど
収
入
が
増
加

し
た
場
合
や
、
扶
養
親
族
が
少
な
く
な
っ
た
な
ど
の
要

因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

Q
扶
養
親
族
が
少
な
く
な
っ
た
と
は
？

A
生
計
を
一
に
す
る
扶
養
親
族
の
所
得
が
前
年
よ

り
も
上
が
っ
た
場
合
に
、
扶
養
控
除
が
適
用
さ
れ

な
く
な
り
ま
す
。（
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
扶
養
し
て
い

た
子
ど
も
が
就
職
し
給
与
を
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
な

ど
）Q

所
得
税
は
非
課
税
だ
っ
た
が
、
村
・
県
民
税
は

な
ぜ
非
課
税
に
な
ら
な
い
の
か
？

A
基
礎
控
除
の
額
が
所
得
税
（
四
八
万
円
）
と
村
・

県
民
税
（
四
三
万
円
）
で
違
い
が
あ
る
た
め
、
収

入
額
と
基
礎
控
除
だ
け
で
課
税
・
非
課
税
計
算
し
た
場

合
に
は
違
い
が
生
じ
ま
す
。
給
与
所
得
が
四
八
万
円（
収

入
額
で
は
一
〇
三
万
円
）
の
場
合
、
所
得
税
の
計
算
な

ら
給
与
所
得
控
除
（
五
五
万
円
）
と
基
礎
控
除
で
所
得

額
は
０
円
と
な
り
非
課
税
に
な
り
ま
す
が
、
村
・
県
民

税
の
場
合
に
は
基
礎
控
除
後
に
も
五
万
円
の
所
得
が
残

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
先
に
も
説
明
し
て
い
る
と
お
り
、

扶
養
親
族
、
同
一
生
計
配
偶
者
が
い
な
い
場
合
に

三
八
万
円
の
所
得
を
超
え
た
時
点
で
均
等
割
が
課
税
さ

れ
ま
す
。
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
一
〇
三
万
円
の
壁
を
意

識
し
収
入
額
を
調
整
し
な
が
ら
働
く
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
村
・
県
民
税
も
非
課
税
と
な
る
場
合
の

収
入
総
額
の
上
限
は
九
三
万
円
（
九
三
万
円
―
五
五
万

円
（
所
得
控
除
）
＝
三
八
万
円
）
で
す
。

Q
白
馬
村
か
ら
転
出
し
た
の
に
、
白
馬
村
か
ら
の

納
税
通
知
書
が
届
く
の
は
な
ぜ
か
？

A
村
・
県
民
税
の
課
税
基
準
日
は
令
和
五
年
一
月

一
日
で
す
。
極
端
な
例
で
す
が
、
一
月
二
日
に
亡

く
な
っ
て
も
令
和
五
年
度
は
課
税
さ
れ
ま
す
。
一
月
二

日
以
降
に
白
馬
村
か
ら
転
出
し
た
場
合
も
、
白
馬
村
で

課
税
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
転
出
先
の
市
区
町
村
か
ら
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
日
割
り
等
も
一
切
無
い
の
で
、
年

税
額
を
納
め
て
も
ら
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

Q
確
定
申
告
を
し
た
際
の
控
除
額
と
違
っ
て
い
る

の
は
な
ぜ
か
？

A
確
定
申
告
は
国
の
税
金
で
あ
る
所
得
税
に
関
す

る
申
告
で
あ
り
、
村
・
県
民
税
の
税
額
と
算
出
方

法
が
異
な
り
ま
す
。
村
・
県
民
税
は
生
活
に
身
近
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
と
し
て
使
用
さ
れ
る
た
め
、
所
得

税
よ
り
も
多
く
の
方
に
税
負
担
を
い
た
だ
く
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
所
得
控
除
額
（
配
偶
者

控
除
・
扶
養
控
除
・
基
礎
控
除
な
ど
）
は
、
所
得
税
の

所
得
控
除
額
よ
り
少
な
い
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

なるほど！
村税情報

お問合せ　白馬村役場　税務課　電話： 0261-85-0712



6

無
料
の
空
き
家
対
策
講
座
・
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

　
全
国
的
に
年
々
空
き
家
が
増
加
し
、社
会

問
題
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
る
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
る
中
、近
年
白

馬
村
に
お
い
て
も
、村
民
の
皆
様
か
ら「
空

き
家
や
空
き
店
舗
が
多
く
み
ら
れ
る
」こ
と

へ
の
課
題
意
識
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

空
き
家（
空
き
家
予
備
軍
）を
放
置
す
る

こ
と
に
よ
り
生
じ
る
問
題
は
、所
有
者
個
人

の
お
金
や
資
産
に
関
わ
る
こ
と
だ
け
で
は

な
く
、相
続
等
を
通
じ
て
ご
家
族
全
体
に
関

わ
る
こ
と
で
あ
り
、更
に
は
防
災
・
防
犯
・
景

観
等
の
観
点
か
ら
地
域
全
体
に
も
関
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、白
馬
村
で
は
人
口
減
少
が
続
い
て

い
る
一
方
で
、村
内
へ
の
移
住
・
定
住
を
希

望
さ
れ
る
方
や
、村
内
で
新
た
に
事
業
を
営

む
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
方
が
入
居
物
件
を

見
つ
け
づ
ら
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、白
馬

村
全
体
の
活
性
化
の
た
め
に
も
空
き
家
や

空
き
店
舗
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
重
要

に
な
り
ま
す
。

　

今
回
、村
内
に
空
き
家
を
お
持
ち
の
方
、

将
来
的
に
空
き
家
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る

方
を
主
な
対
象
と
し
て
、専
門
家
を
お
招
き

し
て
無
料
の
空
き
家
対
策
講
座
2
回
、個
別

相
談
会
1
回
を
開
催
し
ま
す
。今
す
ぐ
対
策

が
必
要
な
方
以
外
で
も
、将
来
の
こ
と
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
し
て
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
第
1
回
】

日
時
：	

6
月
1
日（
木
曜
日
）

	

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所
：	�

白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
２
階　
学
習
室

講
師
：
帶
金　
康
祐　
司
法
書
士

内
容（
予
定
）：

	
�

司
法
書
士
に
よ
る
住
ま
い
の
相
続
対

策
講
座（
空
き
家
に
関
す
る
基
本
的

な
問
題
点
、放
置
す
る
こ
と
の
リ
ス

ク
、相
続
対
策
に
関
す
る
基
本
的
な

内
容
を
予
定
）

事
前
予
約
：
不
要

【
第
2
回
】

日
時
：	

6
月
23
日（
金
曜
日
）

	

13
時
30
分
～
16
時

場
所
：�

白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
２
階　
学
習
室

講
師
：�（
第
1
部
）帶
金　
康
祐　
司
法
書
士
、　

（
第
2
部
）宅
地
建
物
取
引
士（
調
整

中
）

内
容（
予
定
）：

	
�（

第
1
部
）司
法
書
士
に
よ
る
住
ま
い

の
相
続
対
策
講
座（
第
1
回
よ
り
詳

し
い
内
容
を
予
定
）

	
�（

第
2
部
）宅
地
建
物
取
引
士
に
よ
る

住
ま
い
の
流
通
講
座（
空
き
家
の
売

買
・
賃
貸
に
関
す
る
内
容
を
予
定
）

事
前
予
約
：
不
要

【
第
3
回
】

日
時
：	

7
月
21
日（
金
曜
日
）

	

13
時
30
分
～
16
時

場
所
：�

白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
２
階　
学
習
室
等

相
談
者
：��

帶
金　

康
祐　

司
法
書
士
、宅
地

建
物
取
引
士（
調
整
中
）

内
容
：�

空
き
家
対
策
個
別
相
談
会（
司
法
書

士
や
宅
地
建
物
取
引
士
の
方
に
、1

組
30
分
程
度
の
個
別
相
談
を
し
て
い

た
だ
く
形
を
予
定
）

事
前
予
約
：�

要
。
予
約
方
法
は
6
月
の
講
座

や
広
報
等
で
ご
案
内
す
る
予
定

で
す
。

※�

6
月
開
催
講
座
で
の
参
加
者
の
皆
様
か

ら
の
希
望
を
踏
ま
え
、内
容
を
変
更
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

総
務
課　

移
住
・
定
住
担
当　

河
西

着
任
か
ら
半
年
が
経
過
し
、
白

馬
で
の
初
め
て
の
冬
を
越
し
ま
し

た
が
、
非
常
に
楽
し
く
充
実
し
た

冬
シ
ー
ズ
ン
を
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
！

移
住
定
住
の
業
務
に
関
し
て
は
、

引
き
続
き
村
内
外
の
方
か
ら
住
む

場
所
を
見
つ
け
る
こ
と
の
難
し
さ

を
ご
指
摘
い
た
だ
い
て
い
る
た
め
、

改
善
策
の
一
つ
と
し
て
、
空
き
家

対
策
計
画
の
策
定
や
空
き
家
バ
ン

ク
設
置
に
向
け
て
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。

本
紙
に
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま

す
が
、
村
民
の
方
向
け
に
無
料
の

空
き
家
対
策
講
座
や
相
談
会
も
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

少
し
で
も
お
悩
み
を
お
持
ち
の
方

は
是
非
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
に
も
、
同
じ
く
本
紙
に

掲
載
し
て
い
る
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
の
一
つ
で
あ
る
「
チ
ョ
イ
ス

P
a
y
」
と
い
う
Q
R
コ
ー
ド
決

済
の
仕
組
み
に
、
よ
り
多
く
の
村

内
事
業
者
様
に
加
盟
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
。
個
別
に
お
店
に
お
伺
い
し
て

ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。 地

域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告
Vol.40

   お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002
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ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品「
チ
ョ
イ
ス
P
a
y
」の
利
用
対
象
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002　白馬村観光局　電話：0261-72-7001

■
チ
ョ
イ
ス
P
a
y
と
は

　
白
馬
村
外
に
お
住
ま
い
で
、ふ
る
さ
と
納
税
で
白
馬

村
に
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
し
、白
馬
村
内
の
宿
泊
・
レ
ジ
ャ
ー
・
飲
食
・
お
土
産

購
入
等
の
料
金
お
支
払
い
に
お
い
て
、1
ポ
イ
ン
ト
＝

1
円
で
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
に
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。

■
チ
ョ
イ
ス
P
a
y
の
メ
リ
ッ
ト

　
宿
泊
補
助
券
や
リ
フ
ト
券
な
ど
、自
宅
で
の
お
受
け

取
り
が
必
要
か
つ
利
用
用
途
が
限
定
さ
れ
る
返
礼
品

と
は
違
い
、飲
食
店
や
土
産
物
店
等
も
含
め
た
幅
広
い

用
途
に
対
応
で
き
る
た
め
、寄
附
者
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
、天
候
等
に
よ
る
プ
ラ
ン

変
更
も
柔
軟
に
対
応
可
能
と
な
る
ほ
か
、来
村
時
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
寄
附
手
続
を
す
れ
ば
そ
の
場

で
使
え
る
利
便
性
の
高
さ
も
あ
り
ま
す
。

■
参
加
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

　
こ
れ
ま
で
、加
盟
い
た
だ
け
る
施
設
を
観
光
局
の
会

員
施
設
に
限
定
し
て
い
ま
し
た
が
、よ
り
多
く
の
事
業

者
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、一
部
業
種
を
除
く

す
べ
て
の
村
内
事
業
者
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
加
盟
条
件
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
2
0
2
2
年
12
月
以
降
、50
を
超
え
る
事
業
者
に
新

規
加
盟
し
て
い
た
だ
き
、加
盟
店
舗
が
1
5
0
を
超
え

て
い
ま
す
。よ
り
多
く
の
方
に
寄
附
し
て
い
た
だ
き
、

満
足
感
を
得
て
も
ら
う
た
め
に
、多
く
の
施
設
・
店
舗

で
利
用
可
能
な
仕
組
み
と
な
る
こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、

是
非
と
も
参
加
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
！

【
参
加
の
条
件
】

●�

白
馬
村
内
に
事
業
所
を
有
す
る
施
設
・
店
舗
の
う
ち
、

次
の
業
種
を
除
く
事
業
者

　

�

建
設
・
建
築
業
、金
融
業
、燃
料
販
売
業
、中
型
店
舗
、

広
告
業
、イ
ベ
ン
ト
企
画
運
営
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

不
動
産
業
等

●�

物
販
に
つ
い
て
は
、ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し
て

出
品
可
能
な
商
品
を
取
り
扱
う
店
舗
で
、チ
ョ
イ
ス

P
a
y
の
決
済
を
当
該
商
品
に
限
定
で
き
る
こ
と

■
参
加
事
業
者
の
手
数
料

　

登
録
や
決
済
に
関
す
る
手
数
料
等
の
費
用
は
一
切

か
か
り
ま
せ
ん
。

	
■
チ
ョ
イ
ス
P
a
y
の
使
い
方

①
寄
附
す
る

　
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」で
会
員
登
録
し
た
上
で
、白

馬
村
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
い
、返
礼
品
と
し
て
金
額

に
応
じ
た「
チ
ョ
イ
ス
P
a
y
」を
選
択
し
ま
す
。

②
ポ
イ
ン
ト
付
与

　
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」の
会
員
コ
ー
ド
に
紐
付
け

ら
れ
る
形
で
ポ
イ
ン
ト
が
即
時
付
与
さ
れ
ま
す
。

③
ポ
イ
ン
ト
を
使
う

　
白
馬
村
に
訪
れ
、加
盟
店
舗
で
の
宿
泊
、飲
食
、体
験

等
の
際
に
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
端
末
で
Q
R
コ
ー

ド
を
使
っ
て
決
済
処
理
を
行
い
ま
す
。

■
チ
ョ
イ
ス
P
a
y
の
し
く
み

寄附者 ふるさと
チョイス 白馬村

加盟店舗 白馬村
観光局

寄附申込 寄附金

チョイスPay
ポイント付与

事務委託

利用代金
振込

QR決済

サービス・
商品の提供

利用状況
照会
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令
和
5
年
度
　
白
馬
村
農
作
業
標
準
賃
金
及
び
機
械
作
業
標
準
料
金
表

お問合せ　白馬村農業委員会事務局（白馬村役場農政課内） 電話：0261-85-0766

（注）	1.	「標準額」は賃貸借契約において参考としていただくための目安であり、作物の種類や生産性、農地の形状や畔等の
耕作以外の面積や管理、日当たりや周囲の農道・水路等の実情により当事者間で協議のうえ決定してください。

	 2.	土地改良区の賦課金は所有者負担となります。その他、租税公課（事業負担金、税金等）の有無も考慮した協議を行っ
てください。

	 3.農地の区分は農家基本台帳の台帳地目によってください。そば、大豆、野菜等の転作田も田です。
	 4.	畑の単価は、田の単価の５割程度を目安とします。規模や生産性、維持管理費等も考慮した協議を行ってください。
	 5.著しく生産性の低い農地等は、対価の伴わない使用賃借とするなど、農地の保全に努めてください。
この賃金（標準額）を適用する期間は、令和５年4月1日から令和６年3	月31	日までとします。

令和５年度農地使用料の標準額�10aあたり
農地の区分 標準額（円）

ほ場整備完了田�10a�以上田 6,000
ほ場整備未実施田�10ａ以上田 2,000
ほ場整備未実施田�10ａ未満田 1,500

【参考】土地改良区賦課金�10a�あたり（円）
神城県ぽ地区 2,800
神城県ぽ地区外 1,000
飯森県ぽ地区 1,500
平川かん排地区 1,000

白馬村・白馬村農業委員会・白馬村営農支援センター
作業区分 単位 標準金額（円） 摘要

水
田
作
業

自動耕耘機による耕起 10a 7,000
標準　13～ 15㎝耕起
　特殊事情田は当事者間で協議
　　湿田　2割以内の割増
　　不正形　相対で協議

機械代かき作業 10a 12,400
【荒代のみ】 10a 5,400
【植代のみ】 10a 7,000
施肥 10a 2,300 機械まき、委託者が補助者 1人を付ける
機械田植作業 10a 9,800 委託者が補助者 1人を付ける

側条田植機は同時施肥の場合側条田植機使用 10a 12,600
防除作業　　
粉、粒剤散布
液剤散布

10a 1,100

10a 1,800

収穫作業　
【稲】コンバイン
【そば】コンバイン

10a 22,300 グレンタンク付は 1,000 円増、委託者が補助者 1人を付ける

10a 11,800 委託者が補助者 1人を付ける

機
械
作
業

そ
の
他

施肥播種 10a 8,800 ロータリーシーダー使用
大豆脱穀 1 時間 7,900 スレッシャー使用
籾摺・籾乾燥・精米 農協の決定に準ずる

労
賃

水田一般作業 1 時間 910 食事は作業者負担　男女問わず、時間外は
割増賃金とする畑一般作業 1 時間 910

賃
金

オ
ペ
ー
レ
ー
タ
ー

トラクター 1 日 12,000
オペレーターのみを雇う場合
実働 8時間

田植機 1 日 12,000

コンバイン 1 日 12,000

（注）� １　�この賃金（料金）は、ＪＡ長野中央会及び長野県農業会議の令和 5 年度標準表を参考に定めたものです
� ２　�この賃金（料金）を適用する期間は、令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31日までとします
� ３　機械作業については、運転者・機械・燃料を受託者が負担します
� ４　�上記以外の作業については、地域の実情に見合う賃金（料金）を当事者間で決定してください
� ５　この料金は、消費税を含んだ料金です
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お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

第
10
回
　
白
馬
村
の
農
林
業
　（
農
政
課
集
落
支
援
員
）

水
路
の
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

白
馬
村
は
、今
で
こ
そ
観
光
地
と
し
て
、国
内
外
の

お
客
様
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
が
、元
来
は
農
業
生

産
を
中
心
と
す
る
農
村
で
し
た
。
行
政
区（
自
治
会
）

は
30
区
あ
り
ま
す
が
、規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、人
口
減

少
に
伴
い
、区
の
担
い
手
が
不
足
し
て
き
て
お
り
、各

区
と
も
普
請
等
の
環
境
整
備
が
以
前
よ
り
難
し
く
な
っ

た
と
い
う
意
見
を
聞
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、行
政
に
よ

る
人
的
支
援
を
集
落
支
援
員
が
担
っ
て
い
ま
す
。

集
落
支
援
員
は
、地
域
の
実
情
に
詳
し
く
集
落
対

策
を
推
進
す
る
人
材
を
村
長
が
委
嘱
す
る
制
度
で
、

国
か
ら
特
別
交
付
税
に
よ
り
人
件
費
等
の
必
要
経
費

が
手
当
さ
れ
ま
す
。
当
村
は
平
成
29
年
６
月
に
２
名

委
嘱
し
、令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
、役
場
全
体
で
５

名
の
集
落
支
援
員
の
う
ち
、２
名
が
農
政
課
に
配
属

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
の
違
い
は
、

地
域
内
人
材
の
活
用
か
地
域
外
人
材
の
活
用
に
な
り

ま
す
が
、共
通
す
る
役
割
は
地
域
課
題
の
解
決
と
な

り
ま
す
。

農
政
課
集
落
支
援
員
は
、地
区
の
普
請
等
で
は
対

応
し
き
れ
な
い
、農
道
や
農
業
用
水
路
、集
落
付
近
の

山
林
等
の
草
刈
り
や
支
障
木
撤
去
の
ほ
か
、ナ
ラ
枯

れ
処
理
、有
害
鳥
獣
追
払
い
、電
気
柵
設
置
、緩
衝
帯

整
備（
雑
木
林
、耕
作
放
棄
地
等
を
見
通
し
良
く
し
、

有
害
鳥
獣
が
人
里
に
近
づ
き
に
く
い
環
境
を
造
る
こ

と
）等
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

活
動
に
際
し
、安
全
管
理
の
面
か
ら
労
働
安
全
衛

生
法
に
基
づ
く
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
従
事
者
特
別
教

育
、刈
払
機
取
扱
作
業
者
特
別
教
育
の
受
講
、狩
猟
免

許
を
取
得
し
、業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ミ（
畔
草
刈
り
の
草
も
含

む
）の
投
棄
に
よ
り
、川
下
の
田

ん
ぼ
に
ゴ
ミ
が
入
っ
て
し
ま
う

こ
と
や
、水
路
が
詰
ま
っ
て
営

農
や
生
活
に
大
き
な
支
障
を
き

た
す
事
案
が
毎
年
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
下
流
域
の
現
状
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、ゴ
ミ
を
流
さ
な
い
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、水
路

や
川
に
で
き
る
だ
け
刈
草
等
を

流
さ
な
い
よ
う
、ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、詰
り
が
生
じ
て
い
ま

し
た
ら
、詰
り
の
原
因
を
取
り

除
い
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
地

域
全
体
で
の
ご
協
力
を
併
せ
て

お
願
い
し
ま
す
。

全国の集落支援員設置状況
（総務省ホームページより）

区分 専任
支援員数�

兼任
支援員数�

実施
自治体数�

平成21年度� 449 約3,500� 122
平成22年度� 500 約3,600� 147
平成23年度� 597 約3,700� 158
平成24年度� 694 3,505 192
平成25年度� 741 3,764 196
平成26年度� 858 3,850 221
平成27年度� 994 3,096 241
平成28年度� 1,158 3,276 281
平成29年度� 1,195 3,320 303
平成30年度� 1,391 3,497 331
令和元年度� 1,741 3,320 352
令和2年度� 1,746 3,078 361
令和3年度� 1,915 3,424 386

集落支援員・地域おこし協力隊の違い
区分 集落支援員 地域おこし協力隊

求める人材 地域の実情に詳しい内
部人材 大都市圏など都市部の外部人材

活動期間 制限（上限）なし ３年を上限とする

活動内容
集落の点検や状況把握
が基礎的活動

地域に居住しての幅広い地域協
力活動

共通：地域課題の解決・地域おこし活動

兼務・副業 他の役割との兼務が可
能

活動に支障のない範囲で副業を
認める

求められる成果 点検等を踏まえた必要
な施策の実施 活動地域への定住・定着

毎月の活動報告は、白馬村行政公式ホームページに掲載しております。
https://www.vill.hakuba.lg.jp/gyosei/soshikikarasagasu/
somuka/kikakuchoseigakari/19/syuraku/index.html
農政課集落支援員を活用したい場合は、各区長を通じ連絡お
願いします。

草刈り電気柵設置支障木撤去
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健康づくりだより
村の各種健診・がん検診の受診券を送付します！
５月中旬以降、順次検診票を発送しております。封筒が届いた方は、内容をよくご確認いただき、ご不明な点が
ありましたら、健康福祉課までお問合せください。申込は随時受付中！

ここ1年、糖尿病に関係する検査をしていますか？
あなたの数値はいくつ？�去年の検査結果を見てみましょう

・受診必要レベル（6.5～）
・要注意レベル（5.6～6.4）
・正常範囲（～5.5）

HbA1c※1 6.5 以上は
病院へ！ヘモグロビンエーワンシー

・受診必要レベル（～44）
・要注意レベル（45～59）
・正常範囲（60～）

eGFR※2 （74歳以下の方で）

45未満は病院へ！( 尿蛋白なしの場合 )

(※1)血糖状態を判別する検査項目　(※2)腎機能の評価に用いる検査項目　どちらも高齢者の場合は評価値が異なります
(出典)厚生労働省　標準的な健診・保健指導プログラム【平成30年版】

検査結果がわからなかった方は、まずは健診を受けましょう！
特定健診は自覚症状なく進行する脳卒中や心臓病・透析などを予防するための健診です。
車の点検・車検が定期的にあるように、40歳を過ぎたら体の点検を毎年しましょう。

日　程
下記の日程のうち、ご都合の良い日にお越しください。※ 11 月は胃がん検診がありません。

時　間　7:30 ～ 10:30
場　所　白馬村多目的研修集会施設
　　　　多目的ホール（役場北側）

６月 ７月 ９月 １１月
14 15 16 17 10 11 12 13 10 11 12 13 8 9
水 木 金 土 月 火 水 木 日 月 火 水 水 木

※�封筒両面、受診券、各種健診の説明書等をよくお読みのうえ、お
越しください。

※�新たに大腸がん検診をご希望の方は、健診希望日の１週間前ま
でにご連絡ください。

　採便容器を送付いたします。
※�喀痰検査をご希望の方は速やかな検体提出のため6・7・9月の健
診初日の受診にご協力ください。

※�厚生労働省の健診時の感染症対策ガイドラインにより、健診会場・バス内
でのマスク着用・アルコール消毒が推奨されます。

今年度の
封筒は

 黄緑色！

※寒冷による安全上の理由で
11 月は胃がん検診がありません。

ご希望の方は 9 月までに受診ください。



お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713
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健康づくりだより
女性がん検診のお知らせ
令和５年度�子宮頸がん検診・乳がん検診�が始まります。

子宮頸がん検診 乳がん検診

日程
5月19日（金）、25日（木）
6月1日（木）、10日（土）
9月20日（水）

5月11日（木）、20日（土）、30日（火）
6月7日（水）、27日（火）
9月14日（木）
10月11日（水）

時間 ［受付］13：00〜13：45
［検査］13：30〜

9：00〜11：30
13：00〜14：15

※完全予約制（30分単位で時間指定）
料金 2,000円 2,000円

対象 20歳以上の女性
（令和6年3月末年齢）

40歳以上74歳までの女性
（令和6年3月末年齢）

会場 白馬村保健福祉ふれあいセンター

申込み 白馬村役場 健康福祉課 健康づくり係　☎0261-85-0713
※必ずお申込みが必要です。

●��先にお送りした「令和５年度検診調査票」において、子宮頸がん・乳がん検診を「受ける」と回答された方には、順次検診票を発送し
ております。

●��本検診は２年に１度の検査です。昨年度の白馬村の子宮頸がん・乳がん検診（クーポン券の利用含む）を受けた方は、原則今年度は
受診できません。

●��がん検診については、原則、料金の３分の１相当を自己負担額として住民の皆様から頂戴しております。
●��子宮頸がん検診は、子宮の病気で治療中の方、不正出血など自覚症状のある方、子宮全摘出術を受けている方、性交渉の経験がな
い方は、村の検診の対象外です。医療機関を受診してください。

●��乳がん検診は、自覚症状のある方、乳房内に異物が入っている方、乳房疾患で治療・過観察中の方、妊娠中・授乳中・断乳後１年以内
の方は、村の検診の対象外です。医療機関を受診してください。

子宮頸がんは２０代頃から、乳がんは４０代頃から発症が増加します。これらのがんは、自覚症状が無いまま、
知らず知らずのうちに進行している場合があります。しかし、早期発見・早期治療できれば、治る可能性の高いが
んでもあります。日ごろ健康だと思っている人も、早期発見・早期治療のために、２年に１度の検診を受けましょう。

白
馬
村
全
村
一
斉
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ
プ

作
戦
を
実
施
し
ま
し
た

４
月
23
日
の
白
馬
村
全
村
一
斉
ク

リ
ー
ン
ナ
ッ
プ
作
戦
で
は
、
各
地
区

で
の
清
掃
や
個
人
の
自
主
清
掃
な
ど
、

様
々
な
方
法
で
本
事
業
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

春
の
衛
生
週
間
や
本
事
業
が
、日
頃
の

環
境
保
全
や
身
の
回
り
の
美
化
意
識
の

向
上
に
繋
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
た
、次
回
の
粗
大
ご
み
集
積
場
開

設
日
は
５
月
14
日（
日
曜
日
）と
な
り
ま

す
。
ご
家
庭
や
身
の
回
り
の
清
掃
に
合

わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715
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『
白
馬
村
電
気
自
動
車
等
購
入
促
進
事
業
補
助
金
』制
度

に
つ
い
て

有
毒
植
物
の
誤
食
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

白
馬
村
で
は
、
自
動
車
の
排
出
ガ

ス
抑
制
に
効
果
的
な
電
気
自
動
車
及

び
燃
料
電
池
自
動
車
の
普
及
を
図
る

と
と
も
に
、
白
馬
村
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
と
類
ま
れ
な
山
岳

自
然
環
境
を
守
り
未
来
に
継
承
す
る

た
め
、電
気
自
動
車
等
を
購
入（
又
は

リ
ー
ス
契
約
）す
る
住
民
向
け
の
補
助

金
交
付
制
度
を（
令
和
５
年
４
月
１
日

よ
り
）創
設
し
ま
し
た
。

○�

白
馬
村
電
気
自
動
車
等
購
入
促
進

事
業
補
助
金
交
付
要
綱（
概
要
）

１
．補
助
対
象
者

　

電
気
自
動
車（
E
V
）又
は
燃
料
電

池
自
動
車（
F
C
V
）
を
購
入
又
は

リ
ー
ス
契
約
に
よ
り
使
用
す
る
方
で
、

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
個
人
を

対
象
と
し
ま
す
。

（
1
）�電
気
自
動
車
等
の
新
規
登
録
の

日
に
お
い
て
、村
内
に
継
続
し
て

１
年
以
上
住
所
を
有
し
て
い
る

方

※�

リ
ー
ス
契
約
の
場
合
の
新
規
登
録
日

は
、リ
ー
ス
契
約
書
に
記
載
さ
れ
た
使

用
開
始
日

（
2
）村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

２
．補
助
金
の
額

（
1
）購
入
の
場
合

　
・�

車
両
本
体
価
格（
税
抜
）の
10
%

以
内
、上
限
30
万
円
。

（
2
）リ
ー
ス
契
約
の
場
合

　
・�

リ
ー
ス
契
約
書
に
記
載
さ
れ
た

リ
ー
ス
契
約
内
に
お
け
る
リ
ー

ス
料（
税
抜
）の
7
%
以
内
、上
限

30
万
円
。

※�
補
助
金
の
額
に
千
円
未
満
の
端
数

が
生
じ
た
場
合
は
、端
数
切
り
捨
て

（（
1
）及
び（
2
）共
通
）

３
．そ
の
他
留
意
事
項

　
・�

補
助
金
の
交
付
は
、電
気
自
動
車

等
の
導
入
台
数
に
か
か
わ
ら
ず
１

世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。

　
・�

交
付
申
請
期
限
は
、自
動
車
車
検

証
の
新
規
登
録
の
月
の
翌
月
１
日

か
ら
起
算
し
て
90
日
以
内
又
は
当

該
年
度
の
属
す
る
日
の
３
月
31
日

の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
の
申
請

が
必
要
で
す
。

　
・�

そ
の
他
申
請
に
必
要
な
様
式
、添

付
書
類
等
は
、白
馬
村
行
政
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ

く
か
、総
務
課
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

「
山
菜
採
り
」の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。
例
年
、県
内
で
は
山
菜
と
間
違

え
て
有
毒
植
物
を
食
べ
た
こ
と
に
よ
る
食
中
毒
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
山
菜
採

り
を
す
る
際
に
は
、次
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

有
毒
植
物
に
よ
る
食
中
毒
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

〇 

よ
く
わ
か
ら
な
い
植
物
は
、絶
対
に「
採
ら
な
い
、食
べ
な
い
、売
ら
な
い
、人

に
あ
げ
な
い
」

　
新
芽
や
根
だ
け
で
、種
類
を
見
分
け
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

〇
食
べ
ら
れ
る
山
菜
の「
特
徴
を
完
全
に
覚
え
る
」

　

�

専
門
家
の
指
導
等
に
よ
り
、山
菜
の
正
し
い
知
識
及
び
類
似
す
る
有
毒
植
物

と
の
識
別
法
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

〇
ス
イ
セ
ン
な
ど
の
身
近
な
植
物
を
む
や
み
に
食
べ
な
い

　

�

ス
イ
セ
ン
、ス
ズ
ラ
ン
、フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
、レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
、ア
ジ
サ
イ
な
ど
、

身
近
な
園
芸
植
物
で
も
、有
毒
成
分
を
含
む
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、む
や
み

に
食
べ
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

�

・�

も
し
、食
中
毒
だ
と
思
っ
た
ら
、す
ぐ
に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

�

食
べ
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、受
診
の
際
、お
持
ち
く
だ
さ
い
。

�

・�

有
毒
植
物
に
関
す
る
相
談
は
保
健
福
祉
事
務
所（
保
健
所
）が
窓
口
と
な
り
ま

す
の
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。（
大
町
保
健
福
祉
事
務
所　

電
話
：
0
2
6
1-

2
2-

5
1
1
1
）

〇 

代
表
的
な
山
菜
と
有
毒
植
物
の
鑑
別
方
法
は
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

長野県
ホームページ

厚生労働省
ホームページ
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交際費とは、地方自治法に規定された歳出予算区分のひとつで、村政の円滑な推進を図ることを目的
に、村長が村を代表して外部と交際するために要する経費です。公表する内容は、支出日・摘要・金額で、
プライバシー保護のため個人氏名の公開は差し控えています。

最
近
、
疲
れ
が
取
れ
な
い
…
体
の
節
々
が
痛
い
…
寝
て
も
疲
れ
が
取
れ
な
い
…

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

平
成
29
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
た
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
は
、
65
歳
以
上

の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す
た
め
に
、
介

護
予
防
と
日
常
生
活
の
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、今
年
度
新
た
な
企
画
と
し
て『
カ
ラ
オ
ケ
体
操
教
室
』に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
体
操
教
室
で
使
用
す
る
機
械
に
は
、
身
体
機
能
を
高
め
る
ス
ポ
ー
ツ
ボ
イ
ス

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ボ
イ
ス
と
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
ツ
ア
ー
コ
ー
ラ
ス
メ
ン
バ
ー
か

ら
伝
授
さ
れ
た
発
声
法
を
ベ
ー
ス
に
日
本
で
独
自
開
発
さ
れ
た
、
世
界
で
初
め
て
の
「
ボ

イ
ト
レ
健
康
法
」
で
す
。
歌
手
や
俳
優
と
い
っ
た
プ
ロ
向
け
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
「
よ
り
多
く

の
方
が
、
よ
り
楽
し
く
健
康
に
な
れ
る
よ
う
に
」
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ボ
イ
ス
の
効
果

01
・
免
疫
力
ア
ッ
プ

声
を
出
し
な
が
ら
全
身
を
動
か
す

こ
と
で
心
肺
機
能
が
向
上
。
体
幹

も
強
化
さ
れ
、
疲
れ
に
く
い
身
体

を
つ
く
り
ま
す
。

02
・
自
律
神
経
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

横
隔
膜
を
使
っ
た
正
し
い
呼
吸
法

の
習
得
で
、
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン

ス
を
整
え
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し

ま
す
。

03
・
誤
嚥
性
肺
炎
予
防

の
ど
の
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
で 

“
飲

み
込
む
力
” 

を
、
呼
吸
筋
を
鍛
え
る

こ
と
で “
吐
き
出
す
力
” 

を
高
め
ま
す
。

日
常
生
活
や
畑
仕
事
で
は
動
か

さ
な
い
筋
肉
を
動
か
す
こ
と
で
、

肩
こ
り
・
腰
痛
の
軽
減
に
も
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

令
和
5
年
度 

カ
ラ
オ
ケ
体
操
教
室

内
　
容
：
カ
ラ
オ
ケ
の
機
械
を
活
用
し
、
歌
を
楽
し

み
な
が
ら
、
心
と
体
の
健
康
増
進
を
目
指
し
ま
す
。

対
象
者
：
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
村
民

日
　
程
：
4
月
11
、
18
日
　

5
月
16
、
30
日

　
　
　
　

6
月
6
、
27
日
　

7
月
4
、
25
日

　
　
　
　

8
月
8
、
22
日
　

9
月
5
、
26
日

　
　
　
　
（
全
て
火
曜
日
と
な
り
ま
す
）

時
　
間
：
13
時
30
分
～
14
時
30
分

持
ち
物
：
タ
オ
ル
、
水
分
、
動
き
や
す
い
服
装
、

　
　
　
　
室
内
用
運
動
靴
、

参
加
費
：
初
回
1
回
は
無
料
、

　
　
　
　

2
回
目
以
降
1
回
1
0
0
円

定
　
員
：
各
回
20
名
程
度
（
先
着
順
）

ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
下
記

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

N
P
O
法
人
　
健
学
塾
へ
委

託
の
事
業
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

支出日 摘　要 金　額
10月11日 令和4年度全国治水砂防協会北陸信越支部長・参与会議負担金 3,000
10月12日 告別式　香典 10,000
10月12日 告別式　生花 7,500
11月 6日 白馬山案内人組合　慰霊碑「山に眠る人々」法要　奉献酒 4,500
11月11日 令和4年度糸魚川市・小谷村・白馬村議会議員連絡協議会負担金 5,000
11月18日 戸隠雪乞い祈願　奉献酒 4,500
11月23日 JR白馬駅前活性化事業参加費 2,000
12月10日 告別式　香典 10,000
12月10日 告別式　生花 7,500
12月21日 シンガポール共和国大使館　特命全権大使来訪手土産 4,927
 1月 4日 告別式　香典 10,000
 1月 4日 告別式　生花 7,500
 1月 9日 糸魚川青年会議所新年祝賀会会費 4,000
 1月11日 告別式　香典 10,000
 1月12日 上越市１月12日「スキーの日」レルヒ少佐顕彰会御祝酒 6,380
 1月18日 令和4年度砂防事業に係る意見交換会会費 5,000
 2月 6日 第77回八方尾根リーゼンスラローム大会協賛金 50,000
 2月 9日 駐日ドイツ連邦共和国大使来訪手土産等 7,927
 2月22日 訪問手土産 1,404
 3月11日 告別式　香典 10,000
 3月11日 告別式　生花 15,000
 3月21日 告別式　香典 20,000
 3月21日 告別式　生花 7,500
 3月23日 交換学生スキーの集い懇親会費 8,000

令
和
４
年
度
下
半
期
の
村
長
交
際
費
支
出

内
訳
を
公
表
し
ま
す

   お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

   お問合せ　白馬村地域包括支援センター　電話：0261-72-6667

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

白
馬
村
健
康
づ
く
り
支
援
事
業

体
操
教
室
の
ご
案
内

はく�5月.indd   13はく�5月.indd   13 R5/05/01   15:56R5/05/01   15:56
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■ 

日
時
　

5
月
18
日
（
木
曜
日
）　
13
時
～
14
時
（
終

了
後
、
希
望
者
の
個
別
相
談
有
り
）

■ 

対
象
・
定
員
　
中
小
企
業
事
業
者
お
よ
び
創
業

予
定
者

■ 

定
員
：
会
場
10
名
：
W
E
B 

10
名
（
事
前
申
込

の
際
に
お
選
び
く
だ
さ
い
）

■ 

会
場
　
大
町
合
同
庁
舎
（
大
町
市
大
町
1
0
5
8

‐
2
）

■ 

講
師
：
柳
澤
　
智
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

■
セ
ミ
ナ
ー
内
容

・ 

初
め
て
補
助
金
・
助
成
金
を
活
用
希
望
の
方
、
大

歓
迎
で
す
。

・ 

今
後
実
施
予
定
の
補
助
金
・
助
成
金
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

・ 

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
個
別
の
ご
相
談
対
応
い
た
し

ま
す
。

※ 

毎
月
第
３
木
曜
日
に
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
、
メ
ー
ル
も
し
く
は
当
拠
点
H
P
よ

り
お
申
込
み
く
だ
さ
い

メ
ー
ル
：info@

nagano-yorozu.go.jp

Ｈ
Ｐ
：https://nagano-yorozu.go.jp/

「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
は
、
国
の
設

置
さ
れ
て
い
る
公
的
相
談
窓
口
で

す
。
地
域
の
商
工
会
議
所
・
商
工

会
、
金
融
機
関
、
大
学
等
の
支
援
機

関
と
連
携
し
、
小
規
模
事
業
者
・
中

小
企
業
の
皆
様
が
抱
え
る
様
々
な
経
営
相
談
に
対
応

し
て
い
ま
す
。
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
ほ
か
、

N
P
O
法
人
一
般
社
団
法
人
社
会
福
祉
法
人
創
業
予

定
の
方
な
ど
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
無
料
で
何

度
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の

ご
相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お問合せ　長野県よろず支援拠点事務局　電話：026-227-5875

よ
ろ
ず 

補
助
金・助
成
金
活
用
セ
ミ

ナ
ー
＆
相
談

～
も
ら
え
る
お
金
徹
底
解
説
～

放
課
後
学
習
講
師
（
数
学
）

□
授
業
で
理
解
が
不
十
分
な
点
な
ど
の
補
充
学
習
を
実
施
し
ま
す
。

　
プ
リ
ン
ト
は
学
校
で
準
備
し
ま
す
。
生
徒
の
質
問
に
答
え
、
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
月
２
回
（
基
本
：
第
１・３
水
曜
日
の
放
課
後 
15
時
～
16
時
30
分
）

　
現
在
７
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

書
き
写
し
添
削
（
信
毎
「
斜
面
」）

□ 

生
徒
は
信
濃
毎
日
新
聞
の
「
斜
面
」
を
専
用
ノ
ー
ト
に
書
き
写
し
、
感
想
等
を
書
い
て
提
出
し
て
き
ま
す
。
書
き
写

し
の
間
違
い
を
添
削
し
、
コ
メ
ン
ト
を
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
月
２
回
（
基
本
：
第
１・３
水
曜
日
の 

9
時
～
12
時
）

　 

ご
都
合
の
つ
く
時
間
帯
で
結
構
で
す
。
現
在
10
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

放
課
後
学
習
講
師
（
英
会
話
）
　〜
一
緒
に
学
び
た
い
方
も
大
歓
迎
で
す
！
〜

□ 

白
馬
中
A
L
T
が
中
心
に
な
り
、
机
も
イ
ス
も
筆
記
用
具
も
な
い
環
境
で
、
学
年
の
枠
を
越
え
て
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通

し
て
英
会
話
を
学
び
ま
す
。
生
徒
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

■
年
間
６
回
程
度
（
基
本
：
隔
月
最
終
水
曜
日
の
放
課
後 

15
時
～
16
時
）

読
み
聞
か
せ
講
師
（
朝
読
書
）

□ 

令
和
４
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
開
催
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
各
教
室
で
、
生
徒
約
30
名
に
読
み
聞

か
せ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
読
み
聞
か
せ
の
ス
タ
イ
ル

は
お
任
せ
し
ま
す
。

■ 

年
間
１
～
２
回
（
読
書
週
間
期
間
５
月
・
10
月
の
朝 

8
時

20
分
～
8
時
35
分
）

お問合せ　白馬中学校　教頭　電話：0261-72-2026
申込み先　白馬中学校　FAX：0261-72-4863　E-mail：hakubac@hakubajh.ed.jp

白
馬
中
学
校
で
は
、
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
４
年

度
の
放
課
後
数
学
学
習
に
は
、
52
名
の
生
徒
が
参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、

楽
し
く
学
習
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
英
会
話
」、「
信
毎
『
斜
面
』
書
き
写
し
添
削
」、「
白

馬
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
（
茶
道
）」
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
度
も
、
生
徒
の
学
習
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
以
下
の
講
座
で
、
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
学
生
と
一
緒
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

�

白
馬
中
学
校
・
白
馬
村
教
育
委
員
会

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
申
込
み
方
法

 

　
白
馬
中
学
校
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
申

込
書
（
中
学
校
に
あ
り
ま
す
）
に
記
入
し
、
提
出

く
だ
さ
い

※ 

直
接
学
校
へ
お
越
し
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す

し
、
電
話
、
F
A
X
、
メ
ー
ル
で
も
結
構
で
す
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未
来
の
地
球
環
境
や
白
馬
村
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
、
次
世
代
へ
と
つ
な
げ
る
た
め

に
今
か
ら
で
き
る
こ
と
を
始
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
シ
リ
ー
ズ
　
ミ
ラ
イ
へ
の
分
別
に
つ
い
て

　
長
野
県
は
「
一
人
一
日
あ
た
り
の
ご
み
排
出
量
７
９
０
グ
ラ
ム
（
令
和
７
年
度
）」
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ
　
ミ
ラ
イ
へ
の
分
別
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
物
の
分
別
方
法
や
そ
の
理
由
な
ど
、

ご
み
減
量
に
向
け
た
情
報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す
。

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

• 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方

　 

ラ
ベ
ル
と
キ
ャ
ッ
プ
を
取
り
外
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
を
洗
っ
て
乾
か
し
て
か
ら
透
明
な
袋
に
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

• 

ラ
ベ
ル
を
は
が
す
理
由

　 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
単
一
素
材
で
あ
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
時
に
は
異
素
材
が
混
ざ
ら
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ラ
ベ
ル
や
キ
ャ
ッ
プ
を
取
り
外
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
効

率
的
に
品
質
の
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

• 

ど
う
し
て
は
が
さ
な
い
と
い
け
な
く
な
っ
た
の
？

　 

飲
料
メ
ー
カ
ー
等
の
努
力
に
よ
り
ラ
ベ
ル
が
容
易
に
は
が
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
す
。
ま
た
、
従

来
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
ラ
ベ
ル
の
重
量
差
を
利
用
し
て
風
力
に
よ
り
選
別
、
除
去
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
自
体
の
軽
量
化
に
よ
り
重
量
差
が
小
さ
く
な
っ
た
た
め
、
ラ
ベ
ル
を
は
が
す
重
要
性
が

増
し
ま
し
た
。

■
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の
出
し
方
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
ス
プ
レ
ー
缶
、
家
庭
用
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
な
ど
は
金
属
ご
み
に
な
り
ま
す
。

金
属
類
専
用
の
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ス
プ
レ
ー
缶
、
家
庭
用
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
な
ど
は
中・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

身
を
完
全
に
使
い
切
っ
て
か
ら
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ガ
ス
は
必
ず
火・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

気
の
な
い
風
通
し
の
良
い
屋
外
で
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

※
ガ
ス
抜
き
を
せ
ず
に
出
し
て
し
ま
う
と
、
収
集
車
や
工
場
の
火
事
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

※
穴・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

を
空
け
る
の
は
大
変
危
険
で
す
。
ガ
ス
抜
き
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
を
使
い
安
全
に
ガ
ス
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

シ
リ
ー
ズ

ミ
ラ
イ
へ
の
分
別 （
vol.
1
）

○開催内容 令
和
５
年
度
北
ア
ル
プ
ス
地
域
農
村

女
性
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

　
長
野
県
北
ア
ル
プ
ス
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
村
女
性
の
経
営

参
画
、
農
業
経
営
や
地
域
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
伝
統
的
な
食
文

化
や
農
村
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

開催講座 講座内容 開催日時 開催場所

米粉パン講座 消費拡大を目指した地元
産米粉や地粉でパン作り

７月26日(水曜日)
9:00～12:00

池田町総合福祉センター
やすらぎの郷

豆腐づくり講座 地元産黒豆を使った
豆腐作り

11月７日(火曜日)
10:00～13:00 小谷村役場

牛乳料理講座 ・牧場の見学
・酪農家が教える牛乳料理

令和６年
１月10日(水曜日)

9:00～13:00

松川村　　　　　　
　・宮沢牧場
　・すずの音ホール

※１つの講座のみの参加も可能です。

○対象者　大町市、池田町、松川村、白馬村、小谷村に居住する50歳以下の若手農村女性
○定　員　各講座20名
○受講料　無料　※交通費、実習時の原材料費等の実費は自己負担
○申込方法　北アルプス農業農村支援センター　技術経営普及課にある申込用紙により、
　　　　　　令和５年６月12日（月曜日）～23日（金曜日）までに申し込みください。
　　　　　　※定員に達し次第締め切ります。
○お問合せ先
　　　　　　長野県北アルプス農業農村支援センター　技術経営普及課
　　　　　　電話　0261-23-6544
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ご
利
用
く
だ
さ
い

＊
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
年
齢
制
限
を
撤
廃
し
ま
す
＊

役
場
庁
舎
男
性
用
ト
イ
レ
個
室
に

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
し
た

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

こ
れ
ま
で
、
利
用
対
象

者
に
年
齢
制
限
（
50
歳
以

上
の
方
）
を
設
け
て
お
り

ま
し
た
が
、
６
月
１
日
か

ら
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い

た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
た
だ
し
、
12
歳
未

満
の
方
に
つ
い
て
は
、
18

歳
以
上
の
付
添
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前

登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。『
白
馬
村
乗

合
タ
ク
シ
ー
利
用
登
録
票
』
を
健
康
福

祉
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

【
タ
ク
シ
ー
運
行
日
】

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

※ 

た
だ
し
、
祝
日
及
び
12
月
29
日
か

ら
１
月
３
日
ま
で
は
運
休

【
利
用
方
法
】

①
予
約

利
用
日
の
２
日
前
（
運
休
日
を
除
く
）

か
ら
予
約
で
き
ま
す
。

②
予
約
セ
ン
タ
ー
で
受
付

電
話
：
０
２
６
１（
７
１
）１
１
１
１
へ

氏
名
・
い
つ
・
何
時
の
便
か
・
乗
車
地
・

目
的
地
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

③
乗
車

予
約
さ
れ
た
場
所
で
お
待
ち
く
だ
さ

い
。
利
用
料
金
は
乗
車
時
に
支
払
に
な

り
ま
す
。

④
移
動
・
到
着

同
じ
便
に
乗
車
さ
れ
る
他
の
利
用
者

の
お
宅
や
、
目
的
地
を
回
り
な
が
ら
移

動
し
ま
す
。

【
受
付
時
間
】

平
日
：
８
時
30
分
～
17
時
ま
で

朝
の
１
便
目
は
前
日
ま
で
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
月
曜
日
の
１
便
目
は
前

の
週
の
金
曜
日
ま
で
の
予
約
が
必
要
で

す
。

【
運
行
時
刻
表
】

※ 

複
数
の
人
で
乗
り
合
わ
せ
ま
す
の
で
、

時
刻
表
の
時
間
は
迎
え
に
い
く
目
安

に
な
り
ま
す
。
ご
承
知
お
き
く
だ
さ

い
。

【
利
用
料
金
】

１
乗
車
３
０
０
円
（
付
添
人
、
６
歳

児
未
満
は
無
料
）　
※
回
数
券
３
千
円

（
11
回
分
）

【
そ
の
他
】

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
方

は
、
公
安
委
員
会
が
発
行
し
た
「
申
請

に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」
の

写
し
を
ご
用
意
い
た
だ
き
、
申
請
す
る

と
利
用
券
33
枚
が
１
回
に
限
っ
て
交
付

さ
れ
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
や
膀
胱
が
ん
の
治
療
等
の
影
響
に
よ
り
、
日
常
的
に
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
等

を
使
用
す
る
方
が
、
安
心
し
て
外
出
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
全
国
の
自
治
体
や
民
間

事
業
所
に
お
い
て
男
性
用
ト
イ
レ
の
個
室
へ
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

4
月
24
日
か
ら
、
役
場
庁
舎
に
お
い
て
も
左
記
の
と
お
り
設
置
し
ま
し
た
。
お
店
や

事
業
所
等
に
お
か
れ
ま
し
て
も
本
取
組
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

予約締切 出発時刻
前日 8：15
8：45 9：15
10：00 10：30
11：00 11：30
12：10 12：40
13：10 13：40
14：30 15：00
15：30 16：00

１．設置目的
がん等の治療を受けている方が安心して暮らすことができる環境の整備
２．設置日
令和5年４月24日（月曜日）
３．設置場所
役場庁舎、多目的研修施設等の男性トイレの個室（各個室1箱、計16か所）

（設置例）

4．（参考）長野県のがん罹患状況

※前立腺がんは男性特有のがんです。
　(厚生労働省「全国がん登録罹患数・率報告」)

毎年約2千人が診断され、
約1万人が継続的に医療
を受けている。
(厚生労働省「患者調査」)

2０17年 2018年 2019年
前立腺がん※ 1,845人 1,792人 1,826人
膀胱がん 370人 401人 386人
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大
人
か
ら
子
ど
も
へ
積
極
的
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
の
育
ち
を
応
援
す
る
「
信
州
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
４
月
11
日
に
白
馬
北
小
・

南
小
学
校
で
行
い
、
令
和
５
年
度
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

青
少
年
サ
ポ
ー
タ
ー
、
民
生
児

童
委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
校

門
付
近
に
立
ち
、
入
学
し
た
ば

か
り
の
1
年
生
も
元
気
よ
く
登

校
し
、
児
童
の
皆
さ
ん
は
大
き

な
声
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く

れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
11
月
ま

で
の
11
日
前
後
に
、
あ
い
さ
つ

運
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

新
学
期
が
始
ま
り
新
し
い
生

活
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
児
童
の

皆
さ
ん
、
毎
日
元
気
よ
く
登
校

し
て
く
だ
さ
い
ね
！

白
馬
ウ
イ
ン
グ

21
芸
術
文
化
シ

リ
ー
ズ
実
行
委
員

会
で
は
、
芸
術
文

化
に
触
れ
る
機
会

を
創
出
す
る
た

め
、
他
の
団
体
の

協
力
を
得
な
が
ら

イ
ベ
ン
ト
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
多

く
の
村
民
の
皆
さ

ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
決
ま

り
次
第
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

民
法
改
正
に
伴
い
、
成
人
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳

に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
白
馬
村
で
は
令

和
4
年
度
か
ら
成
人
式
に
か
わ
る
行
事
と
し
て
、
20

歳
か
ら
21
歳
の
年
齢
で
『
二
十
歳
の
集
い
』
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
は
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日
　
時
：
令
和
5
年
8
月
15
日
（
火
曜
日
）

　
　
　
　
10
時
～

場
　
所
：
ウ
イ
ン
グ
21

対
象
者
： 

平
成
14
年
4
月
2
日
～
平
成
15
年
4

月
1
日
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

（
1
） 

令
和
5
年
6
月
1
日
時
点
で
白
馬
村
に

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

（
2
） 

平
成
29
年
度
白
馬
中
学
校
を
卒
業
し
た

方

　
　  

対
象
と
な
る
方
に
は
6
月
以
降
に
案
内

状
を
お
送
り
し
ま
す
。

日　時 公演名等

7月1日（土曜日）

澤和樹ヴァイオリンコンサート
開場　13:30　　開演　14:00

チケット
一般 2,000 円（当月券は 200円増）
※�高校生以下は無料ですが、チケットを
プレイガイドでお求めください

7月27日（木曜日）
　〜29日（土曜日） 第21回白馬国際音楽祭

9月18日（月曜日・祝日） 林家落語会

10月8日（日曜日） 自衛隊ふれあいコンサート

12月2日（土曜日） 第9回はつゆきコンサート

未定 映画「すずめの戸締まり」（予定）

元
気
よ
く
登
校
　

“
信
州
あ
い
さ
つ
運
動
” 

令
和
５
年
度

ウ
イ
ン
グ
21
芸
術
文
化
イ
ベ
ン
ト

令
和
5
年
度
の

『
二
十
歳
の
集
い
』に
つ
い
て
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縁え
に
し

◆
活
動
日
　�

毎
月
第
1
・
3
金
曜
日

　
　
　
　
　
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

◆
活
動
場
所
　
北
部
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

◆
問
合
せ
　
星
野

　
　
　
　
　
0
9
0
‐
2
5
4
8
‐
3
7
2
2

呼
吸
法
と
自
己
整
体
要
素
の
体
操
を
少
人
数

の
メ
ン
バ
ー
で
気
持
ち
良
く
行
っ
て
い
る
サ
ー

ク
ル
で
す
。運
動
の
苦
手
な
方
も
是
非
！

白
馬
山
麓「
童
謡
と
唱
歌
を
歌
う
会
」

◆
活
動
日
　�

毎
月
第
1
・
3
水
曜
日

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

◆
活
動
場
所
　�

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
問
合
せ
　�

横
田
広
江

　
　
　
　
　
0
9
0
‐
9
0
1
4
‐
9
1
9
2

　
昔
し
な
つ
か
し
い
あ
の
歌
こ
の
歌
、
参
加
者

全
員
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
長
沢
先
生
の
楽
し

い
お
話
が
と
て
も
お
も
し
ろ
く
勉
強
に
な
り
ま
す
。

ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。
皆
さ
ん
聞
き
に
来

て
下
さ
い
。

剛ご
う

柔じ
ゅ
う

流り
ゅ
う
武ぶ

術じ
ゅ
つ
館か
ん

　
白
馬
道
場

◆
活
動
日
　�

毎
週
月
・
金
曜
日
　
17
時
〜
21
時

◆
活
動
場
所
　�

パ
ル
ズ
イ
ン
雷
鳥

◆
問
合
せ
　�

渡
部
虎
史

　
　
　
　
　
0
8
0
‐
3
2
7
1
‐
6
3
9
7

　
ス
ポ
ー
ツ
や
競
技
空
手
と
は
異
な
る
沖
縄
の

伝
統
空
手
で
す
。
基
本
と
な
る
正
し
い
立
ち
方
、

姿
勢
、
呼
吸
法
か
ら
突
き
、
蹴
り
、
型
な
ど
身

を
守
る
術
を
学
び
ま
す
。
少
年
部
に
は
楽
し
く
、

時
に
厳
し
く
空
手
を
学
ん
で
も
ら
い
、
一
般
部

に
は
体
力
に
合
わ
せ
て
本
格
的
な
琉
球
空
手
を

指
導
し
て
い
ま
す
。
体
験
入
門
大
歓
迎
で
す
。

拓
本
と
表
装
同
好
会

◆
活
動
日
　�

毎
月
第
2
・
4
木
曜
日
　

　
　
　
　
　
9
時
〜
12
時

◆
活
動
場
所
　�

ウ
イ
ン
グ
21

◆
問
合
せ
　�

杉
本
仁
彦

　
　
　
　
　
0
2
6
1
‐
7�

2
‐
6
6
6
9

吹
奏
楽
団「
山
の
音
楽
家
」

◆
活
動
日
　�

毎
週
火
曜
日�

19
時
〜
21
時

◆
活
動
場
所
　�

ウ
イ
ン
グ
21
　
多
目
的
室・ホ
ー
ル

◆
問
合
せ
　�

中
尾
浩
樹

　
　
　
　
　
0
9
0
‐
5
7
7
7
‐
6
2
0
2

　
年
に
一
度
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
他
、

福
祉
施
設
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
楽
し
く
演
奏

活
動
し
て
い
ま
す
。
楽
器
経
験
の
あ
る
方
は

も
ち
ろ
ん
、
リ
ズ
ム
感
に
自
信
の
あ
る
方
な
ど
、

是
非
一
度
練
習
見
学
に
お
越
し
下
さ
い
。

混
声
合
唱
団
ハ
ー
モ
ニ
ー
白
馬

◆
活
動
日
　�

毎
週
月
曜
日
　
20
時
〜
21
時
30
分

◆
活
動
場
所
　�

ウ
イ
ン
グ
21

◆
問
合
せ
　�

北
村
光
雄

　
　
　
　
　
0
2
6
1
‐
7�

5
‐
3
2
4
2

　
村
内
唯
一
の
混
声
合
唱
団
で
あ
り
、
40
代
か

ら
80
代
と
年
齢
層
が
幅
広
く
、
年
間
を
通
し
て

楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
と
し
て
は
、

白
馬
村
で
開
催
さ
れ
る
演
奏
会
（
夏
の
終
り
コ

ン
サ
ー
ト
、
し
ろ
う
ま
音
楽
祭
、
文
化
祭
）
に

毎
年
出
演
。
ま
た
、
節
目
ご
と
の
演
奏
会
、
村

内
の
い
ろ
い
ろ
な
式
典
、
祭
り
等
の
依
頼
出
演
、

村
内
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
慰
問
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

コ
ー
ラ
ス
を
楽
し
み
、
歌
を
通
じ
て
人
と
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
や
交
流
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
、

経
験
を
問
わ
ず
誰
で
も
大
歓
迎
で
す
。
一
緒
に

楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
！

清
芙
美
会
　
三
味
線・民
謡
教
室

◆
活
動
日
　�

毎
月
第
2
・
4
金
曜
日

　
　
　
　
　
14
時
〜
16
時

◆
活
動
場
所
　�

白
馬
町
公
民
館

◆
問
合
せ
　�

高
岡
京
子

　
　
　
　
　
0
9
0
‐
4
1
6
1
‐
5
1
2
7

　
白
馬
村
出
身
の
民
謡
歌
手
、
山
本
扶
美
枝
先

生
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
8
〜
88
才

ま
で
の
仲
間
と
楽
し
く
日
本
の
伝
統
文
化
を
学

ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
体
験
に
来
て
下
さ
い
。

B
e
l
l
ト
リ
ム
健
康
体
操
ク
ラ
ブ

◆
活
動
日
　�

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
19
時
30
分
〜
20
時
30
分

◆
活
動
場
所
　�

役
場
多
目
的
研
修
集
会
施
設

◆
問
合
せ
　�

横
川
と
も
子

　
　
　
　
　
0
2
6
1
‐
7�

5
‐
2
8
7
6

　
何
気
な
い
一
時
間
の
実
技
が
と
て
も
有
意
義

で
楽
し
い
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
実
技
（
健

康
体
操
）
が
終
っ
た
時
点
で
、
ひ
と
く
ち
チ
ー

ズ
を
ほ
お
ば
り
（
筋
肉
の
発
達
を
う
な
が
す
為

の
タ
ン
パ
ク
質
補
給
）、
水
分
も
補
給
し
、
5

〜
10
分
程
の
お
話
な
ど
、
そ
し
て
挨
拶
し
て
お

別
れ
し
ま
す
。
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
30
分
〜

8
時
30
分
。
対
象
成
人
男
性
、
女
性
。
年
間
を

通
し
て
入
会
可
能
で
す
。

新
日
本
婦
人
の
会
　
白
馬
支
部

◆
活
動
日
　�

毎
月
1
回
班
会
、
年
1
回
支
部
総
会

◆
活
動
場
所
　�

役
場
多
目
的
研
修
集
会
施
設

◆
問
合
せ
　�

髙
橋
　
英
子

　
　
　
　
　
0
8
0
‐
5
4
0
5
‐
0
2
7
5

白馬村文化振興団体のご案内　2023年版
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新
日
本
婦
人
の
会
は
、
1
9
6
2
年
32
人
の

呼
び
か
け
で
創
ら
れ
た
、
全
国
ネ
ッ
ト
の
女

性
団
体
で
す
。
平
和
、
暮
ら
し
、
環
境
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
、
子
ど
も
の
幸
せ
を
守
る
草
の

根
の
運
動
を
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
３
年
に

国
連
N
G
O
に
な
り
世
界
の
女
性
と
も
連
帯

し
、
個
人
加
盟
で
は
日
本
一
大
き
な
団
体
で
す
。

会
員
一
人
ひ
と
り
の
要
求
に
基
づ
い
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
3
つ
の
班
で
毎
月
１
回
の
班
会
。
支
部
で
年

１
回
の
総
会
。

小
組
活
動
日

①�

親
子
リ
ズ
ム
小
組

　
毎
週
月
曜
日
　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
　
　

②�

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
小
組

　
第
2
・
4
水
曜
日
　
10
時
〜
14
時
　

※�

①
・
②
は
い
ず
れ
も
飯
田
公
民
館
ホ
ー
ル

③�

そ
の
他
　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
塩
の
道
散
歩

な
ど

④�

平
和
の
た
め
の
活
動

　
署
名
、
平
和
行
進
な
ど

田
之
倉
絵
画
教
室

◆
活
動
日
　�

毎
週
月
曜
日
　
9
時
30
分
〜
12
時

（
８
月
・
冬
期
は
お
休
み
）

◆
活
動
場
所
　�

役
場
多
目
的
研
修
施
設

◆
問
合
せ
　�

松
沢
万
恵

　
　
　
　
　
0
9
0
‐
8
0
3
9
‐
4
0
8
1
、

　
　
　
　
　
0
2
6
1
‐
7�

2
‐
2
4
1
0

　
白
馬
の
美
し
い
景
色
を
い
っ
し
ょ
に
描
い
て

み
ま
せ
ん
か
？
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。
初

め
て
の
方
で
も
気
楽
に
参
加
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

白
馬
そ
ば
塾

◆
活
動
日
　�

毎
月
2
回
程
度
、
水
曜
日
も
し
く

は
日
曜
日

　
　
　
　
　
※
年
間
計
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
活
動
時
間
　
水
曜
日：9
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
　
　
日
曜
日：13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◆
活
動
場
所
　�

白
馬
村
農
業
体
験
実
習
館
ま
た
は

ペ
ン
シ
ョ
ン
ク
ッ
ク

◆
問
合
せ
　�

野
々
山
美
樹

　
　
　
　
　
0
9
0
‐
8
3
2
6
‐
4
9
3
7

　
　
　
　
　（
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
で
）

　
そ
ば
を
打
つ
楽
し
さ
や
、
自
分
で
打
っ
た
そ

ば
の
美
味
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
楽
し
み
な

が
ら
上
達
を
目
指
し
、
そ
の
上
で
白
馬
を
盛
り

上
げ
て
い
く
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
初
心

者
か
ら
段
位
取
得
を
目
指
す
方
ま
で
大
歓
迎
で

す
。

【
令
和
5
年
度
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

　
4
月
16
日（
日
曜
日
）・
19
日（
水
曜
日
）

　
5
月
14
日（
日
曜
日
）・
31
日（
水
曜
日
）

　
6
月
18
日（
日
曜
日
）・
21
日（
水
曜
日
）

　
7
月
2
日（
日
曜
日
）・
5
日（
水
曜
日
）

　
8
月
23
日（
水
曜
日
）・
27
日（
日
曜
日
）

　
9
月
3
日（
日
曜
日
）・
6
日（
水
曜
日
）

　
10
月
15
日（
日
曜
日
）・
18
日（
水
曜
日
）

　
11
月
15
日（
水
曜
日
）・
19
日（
日
曜
日
）

　
12
月
2
日（
土
曜
日
）
そ
ば
祭
り
準
備

　
12
月
3
日（
日
曜
日
）
そ
ば
祭
り

　
R
6�

1
月
24
日（
水
曜
日
）・
28
日（
日
曜
日
）

　
2
月
18
日（
日
曜
日
）・
28
日（
水
曜
日
）

　
3
月
3
日（
日
曜
日
）・
13
日（
水
曜
日
）

白
馬
民
踊
同
好
会

◆
活
動
日
　�

毎
月
1
回
程
度
（
不
定
期
）

　
　
　
　
　
19
時
30
分
〜
20
時
30
分

◆
活
動
場
所
　�

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
等

◆
問
合
せ
　�

秋
山
香
理

　
　
　
　
　
0
9
0
‐
2
2
9
2
‐
6
0
6
5

　
白
馬
の
良
さ
、
伝
統
的
な
文
化
な
ど
皆
さ
ん

に
周
知
し
て
も
ら
え
る
様
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
に
白
馬
小
唄
を
中
心
に
子
供
か
ら
大
人
ま
で

踊
れ
る
様
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
踊
り

ま
せ
ん
か
？
初
め
て
の
方
大
歓
迎
♪

洋
裁
サ
ー
ク
ル

◆
活
動
日
　�

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　
　
　
　�

そ
の
他
：4
月
20
日
〜
10
月
末
活
動
、

G
W
、
夏
休
み
有

◆
活
動
場
所
　�

ウ
イ
ン
グ
21

◆
問
合
せ
　�

生
駒
貴
代
美

　
　
　
　
　
0
9
0
‐
4
9
3
5
‐
1
5
6
3

白
馬
Ｃ
Ｌ
Ｓ
合
唱
団

◆
活
動
日
　�

毎
週
火
曜
日
　
13
時
〜
14
時
30
分

◆
活
動
場
所
　�

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
問
合
せ
　�

柏
原
則
子

　
　
　
　
　
0
8
0
‐
1
0
0
3
‐
2
6
1
5

　
歌
が
好
き
な
ら
誰
で
も
ど
う
ぞ
。
歌
を
楽
し

み
な
が
ら
人
生
も
楽
し
む
。
年
齢
問
わ
ず
前
向

き
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

白
馬
パ
ス
テ
ル
画
同
好
会

◆
活
動
日
　�

毎
月
第
3
火
曜
日

　
　
　
　
　
10
時
30
分
〜
15
時

◆
活
動
場
所
　�

野
外
お
よ
び
屋
内

◆
問
合
せ
　�

横
山
忠
利

　
　
　
　
　
0
9
0
‐
4
3
6
4
‐
2
7
6
0

　
白
馬
水
彩
画
友
の
会
を
発
展
的
に
解
消
し
、

白
馬
パ
ス
テ
ル
画
同
好
会
と
改
め
ま
し
た
。
主

に
パ
ス
テ
ル
を
使
い
、
白
馬
や
安
曇
野
の
自

然
を
ス
ケ
ッ
チ
し
、
屋
内
会
場
で
完
成
さ
せ

て
い
ま
す
。
パ
ス
テ
ル
画
に
ご
興
味
の
あ
る
方
、

ご
連
絡
下
さ
い
。
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鬼滅の刃�9　ノベライズ 吾峠　呼世晴/原作�絵 集英社
いちばん速いヤツはだれ！？�危険生物vs
恐竜・古生物デスレース超バトル図鑑 新宅　広二 永岡書店

【児童書・絵本】

書　　名 著者名 出版社
チンギス紀　16　蒼氓 北方　謙三 集英社
新・教場 長岡　弘樹 小学館
魔女と過ごした七日間 東野　圭吾 KADOKAWA
街とその不確かな壁�� 村上　春樹 新潮社
1年で億り人になる� 戸塚�真由子 サンマーク出版
80歳でも脳が老化しない人がやっていること�� 西�剛志 アスコム
志麻さんの“おうちビストロ”（日曜日の台所） タサン志麻 毎日新聞出版
韓国メイクの秘密　ALL韓国コスメでつくる George 主婦の友社
10代のための性の世界の歩き方 櫻井　裕子 時事通信出版局
アウトドア六法　正しく自然を楽しみ、守るための法律 中島　慶二/監修 山と渓谷社

【一般・郷土】
〇新着案内

たくさんの家来と旅に出た王さまは、
困っている人を助けるために、行く
先々で家来を置いていくことに。気
が付くと家来は一人もいなくなって
しまい…。

『王さまどうしたらよいでしょう？』
すわ　かおり/文　（文芸社）

もしこれを買わなかったら何が買えた
かな？値段の高いものが良い商品？た
くさんのイラストで学べる、小学生の
ための経済本。

『おこづかいの賢い使い方』
クォン　ジェウォン/作  (あすなろ書房)

好きな人にどうやって気持ちを伝えます
か？ほほえましい動物たちの好きの伝え
方を紹介した絵本。

『ずっといっしょずっとしあわせ
　　だいすきをつたえる動物たち』　
ヴァルテル・フォガート/文（化学同人）

勝者が紡いできた歴史の中、敗者の名
がついた「平家物語」はなぜ生まれた
のか。平清盛の四男・知盛を通し、全
盛期から京を追われ滅亡へと追い込ま
れる平家と、その謎を描く。

『茜唄　上・下』　
今村　翔吾　（角川春樹事務所）

お笑い芸人で芥川賞作家の又吉直樹
による10年振りのエッセイ。思わず
クスっと笑ってしまう、ユーモラス
にあふれた1冊。

『月と散文』
又吉　直樹　（KADOKAWA）

人間に匹敵する知能を持つメスのゴ
リラ・ローズ。檻に侵入した子ども
を助けるため、夫ゴリラが射殺された。
「なぜ？ゴリラは殺してもいいの！？」
納得できないローズは、人間に法廷
での闘いを挑む。アメリカの「ハラ
ンベ事件」を題材にしたお話。

『ゴリラ裁判の日』　
須藤　古都離　（講談社）

太陽光や水、木など身の回りの自然から、電
気や熱の動力エネルギーを自分で作る。小さ
なエネルギー作りの実例や費用を、写真やイ
ラストでわかりやすく紹介。

内容紹介

〇お知らせ

『小さいエネルギーで暮らすコツ
太陽光・水力・薪＆炭で、電気も熱
も自分でつくる』

農山漁村文化協会/編
（農山漁村文化協会）

今
月
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す
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め
本
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■ 乳幼児健診等 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子さん

5月18日（木） ぴよぴよ教室 令和4年12月～令和5年2月生　＊子育て支援ルームで行います。
5月18日（木） よちよち教室 令和４年1月～2月生
5月25日（木） ２か月育児相談 令和5年3月生　＊子育て支援ルームで行います。
5月29日（月） 理学療法士（PT）相談 予約制
5月31日（水） １歳半健診 令和3年8月～令和3年10月生
6月  5日（月） 育児・おっぱい相談 予約制
6月  8日（木） 前期乳児健診 令和5年1月生
6月  8日（木） 後期乳児健診 令和4年6月～令和4年7月生
6月22日（木） 2か月育児相談 令和5年4月生　＊子育て支援ルームで行います。
6月26日（月） 理学療法士（PT）相談 予約制

5月～ 6月　保健ガイド
15日～翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■休・祝日緊急当番医表
月日 曜日 北部地区

（白馬・小谷） 大町市内 南部地区
（池田・松川） 歯科 白馬村内薬局

当番店
5月21日 日 栗田医院 遠藤内科医院 近藤医院 竹内歯科医院 池田町 （0261）62-2151 太田薬局
5月28日 日 しんたにクリニック 菊地クリニック 西森整形外科 西澤歯科医院 大町市 （0261）22-5091 フジノヤ薬局
6月  4日 日 白馬診療所 最上整形外科クリニック 太田医院 砂田歯科医院 大町市 （0261）22-0648 フジノヤ薬局
6月11日 日 小谷村診療所 小野医院 あづみ病院 大町病院口腔外科 大町市 （0261）22-0415 ―
6月18日 日 神城醫院 平林医院 せりざわクリニック 柏原歯科医院 白馬村 （0261）71-1182 フジノヤ薬局
6月25日 日 しんたにクリニック 横澤内科医院 松本クリニック グリーン歯科クリニック 大町市 （0261）23-6666 フジノヤ薬局

■人権・心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

6月  1日（木） 13：00～16：00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

人権擁護委員 白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。※6月1日は人権擁護委員協議会「委員の日」です。

■ 子育て支援ルーム

※支援ルームは登録制となっておりますので、初回利用時に登録カードの記入をお願いします。
※日曜日～金曜日　AM9:30 ～ 12:00　月曜日～金曜日　PM13:00 ～ 16:00　（日曜日は午前のみの利用となっています）
※入室したらまず、検温と手洗いをお願いします。
☆�行事日程や、急な休館等の情報は白馬村行政公式ホームページ、白馬村母子手帳アプリおひさまメモリーズby母子モにも掲載します。
　白馬村母子手帳アプリおひさまメモリーズ�by 母子モの事前登録をお勧めします。　

お問合せ：白馬村子育て支援課子育て支援ルーム　（0261-72-3025）

月　日 内　容 対　象 時　間
5月15日（月） おはなし会 未就園児親子 11：15～
5月16日（火）　18日（木） お散歩（らくだ山へ行こう） 未就園児親子 10：30～
5月23日（火） お出かけ日（グリーンスポーツの森）※要予約 未就園児親子 10：15～
5月25日（木） お散歩（らくだ山へ行こう） 未就園児親子 10：30～
5月30日（火） リフレッシュ講座（森ヨガ）※要予約　託児あり※要予約 未就園児保護者 10：30～
6月  1日（木）　6日（火） 砂あそびをしよう 未就園児親子 10：30～
6月  5日（月） おはなし会 未就園児親子 11：15～
6月  8日（木） しろうま保育園のお庭で遊ぼう※要予約 未就園児親子 10：15～
6月13日（火）　15日（木） 砂あそびをしよう 未就園児親子 10：30～
6月14日（水） リフレッシュ講座（刺繍教室）※要予約　託児あり※要予約 未就園児保護者 10：30～

■弁護士無料法律相談（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 ご予約・お問合せ先

7月11日（火） 13：00～15：00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

宮
ミヤイ

井　麻
マ ユ コ

由子　弁護士 白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約が必要です。相談時間は30分ですので、相談内容を整理してお越しください。

■ 予防接種 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子さん

5月26日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
6月  6日（火） 日本脳炎1期初回 個別にご案内しています
6月  9日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
6月13日（火） 日本脳炎1期初回 個別にご案内しています
6月28日（水） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています

お問合せ　子育て支援課　母子健康係　電話0261-85-8101

■心の相談会（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 お問合せ先
5月23日(火) 10：00～15：00 白馬村保健福祉ふれあいセンター

２階　福祉相談室 白馬村役場健康福祉課　0261-85-07136月27日(火)
※電話でご予約ください(匿名可)。相談時間は1人30分程度です。
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人口：8,467 人　男：4,233 人　女：4,234 人　世帯：4,108 世帯
（令和 5年 5月 1日現在）

※	上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）
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編集後記
令和５年度が始まり、１か月ほど経過しました。新しい生活や新しい環境に変わられた方は少しあわた
だしい４月から落ち着いてきましたでしょうか。白馬村役場も令和５年度事業が動き出し、広報はくばで
も今までなかった新たな制度のお知らせをさせていただいています。広報はくば５月号では、「はくばっ子
応援交付金」、「白馬村電気自動車等購入促進事業補助金」についてお知らせしています。一度ご覧になっ
てみてください。� (広報編集担当：田中)

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

白馬村の認知症サポーター数1268人
（令和3年 2月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第 1回町内美化活動が 6月 26 日、今井浜海岸で
実施され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら 70
名を超える人々が参加しました。東小学校では、子
ども達の地域の自然を大切にする気持ちを高めるた
め、毎年夏に今井浜海岸の清掃活動を行っています。
縦割り班に分かれた児童らは、大人達と協力しながら
流木や海藻などのごみを拾い集めました。約 1時間
に渡る活動の結果、トラック 3台分、ごみ袋 112 袋
分のごみが回収されました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7 月 19 日（水）から 3日間、白馬北小学校の 5年
生の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校 5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物館
見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での買
い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

太地中学校生徒会義援金寄附

３月14日（火）に、太地中学校生徒会の皆さん
からトルコ南東部で発生した地震の義援金をお預
かりしました。
生徒会の提案で、朝のあいさつ運動の際に募金
の呼びかけを行ったそうです。生徒の皆さんの協
力で集まった義援金は、和歌山県を通じて、在ト
ルコ駐日大使館にお送りします。

新生河津小学校誕生

4月11日町内3小学校の統合に伴い、新たに「河
津小学校」が開校し、開校式が行われました。
教育委員会より開校の宣言が行われた後に、学
校旗を授与され、新しい学校の歴史がスタートし
ました。
これまで別々の学校に通っていた児童たちは、
新しく増えたたくさんの友達と一緒に新小学校の
校歌を皆で口ずさみ、これから始まる学校生活に
胸を躍らせていました。

新河津小学校の学校旗授与

広告募集中�広報はくば及び白馬村行政公式ホームページに掲載する広告（有料）を募集しています�＊お問合せ�白馬村役場総務課

いざという時のために
ダウンロードしておきましょう。

白馬村防災ナビ
（防災アプリ）
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